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序文

、"成13年度秋田城跡発掘調査は、 『秋田城跡一政庁跡 -jの報告書を作

製するにあたり、これまで未調査地域でありました政庁正殿跡の西側およ

び政庁東辺南部の 2箇所の補足調査を実施しました。

調査の結果、正殿跡の西側で、は小規模な掘立柱建物跡や柱列等が発見さ

れ、この地域の利用状況を把握することができ、また、政庁東辺南部では

これまで発見されていた区画施設の続き部分が発見され、その状況と変遷

を再確認することができました。

発掘調査と並行して実施しております環境整備事業は順調に進んでお

り、鵜ノ木地区西側が完成し、同地区東側に着手しております。復元整備

された外郭東門をはじめとする鵜ノ木地区は学習の場や憩いの場として市

民に大いに親しまれております。

このように秋田城跡の発掘調査と保護管理、および環境整備事業が順調

に進んでおりますことは、文化庁・秋田県教育委員会をはじめとする関係

機関や諸先生、そして地元住民の方々の多大なるご指導、ご協力の賜物と

心より深く感謝申し上げます。

、ド!点14イド 3) J 

秋川市教育委員会

教育長飯塚 明
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例 E司

1 .本報告書の執筆、編集は進藤靖、松下秀博があたり、石郷岡誠一、西谷隆が補佐した。

2. 遺物の実測、 トレースは西谷、進藤のほか、補助員の渡辺由孝、栗山佳子、高崎緑があたり、遺

物整理は佐々木彩子(図華院大撃)が協力した。

3.遺構写真は西谷、進藤、 遺物写真は進藤があたった。

4 .発掘調査では上記のほかに、以下の方々 、関係機関からの指導、助言を得た。記して感謝したい。

新野直吉、岡田茂弘、 i度没定夫、細見啓三、牛川喜幸、今泉隆雄、 白鳥良一、坂井秀弘、 Fl杵勲、

土弘津毅、熊田亮介、 高瀬要一、木村勉、 平津麻衣子、田中哲雄、北野博司、村木志伸、鐘江宏之、

、υ野卓治、王埼、貌文斌、大橋泰夫、右代啓視、鈴木琢也、野尻侃、文化庁記念物謀、国立歴史

民俗博物館、独立行政法人文化財研究所奈良文化財研究所、宮城県教育委員会、東北歴史博物館、

多賀城跡調査研究所、秋田県教育委員会、秋田県埋蔵文化財センター、秋田県立博物館、秋田大

島(敬称略 ・順不同)

凡例

遺物

1 .土器断面を黒 く塗りつぶしたのが須恵器、中世陶器である。

2. 土器の性格の相違は、下記スクリーントーンで表現した。

CIごコ黒色処理

屋翠墾習 転用硯

3.土器の表面付着物の相違は、下記スクリーントーンで表現した。

仁二コ煤
歴濁漆

4 .調整技術、切り離し等の表記は下記のとおりである。

0回転利用ケズリは、ケズリ調整と記載。ケズリ調整以外の調整はそのつど別記。

0ロクロ等広い意味の回転を利用したカキ目調整は、ロクロ利用のカキ目調整と記載。

0切り離し、粘土紐、タタキ痕跡等、成形時痕跡の消滅を 目的としない軽度な器面調整痕跡、は、軽

い撫で調整と記載。

O底部回転ヘラ切りによる切り離しは、ヘラ切りと記載。底部回転糸切りによる切り離しは、糸切

りと記載。底部回転以外の切り離しはそのつど別記。

0実測図、 写真図版の縮尺は、特記のあるもの以外はすべて 1// 3である。





I 調査の計画

、υ成13年度の秋田城跡発掘調査は、第77次、第78次、第79次調査を実施した。

発掘調査事業費は総事業費(本体額) l.600万円のうち国庫補助額800万円 (50%)、県費補助額400

万円 (25%)、市400万円 (25%) となっている。

調査計画は下記のように立案した。

表 1 発掘調査計画

調査次数 調査地区 発掘調査面積ぱ(坪) 調査予定期間

第77次 大畑地区西部 300ぱ (91) 4月10日--6月15日

第78次 大畑地区西部 300ぱ (91) 6月11日--7月31日

600ぱ (182)

、υ成13年度は秋田城跡第六次 5ヶ年計画の 5年度にあたり、第六次 5ヶ年計画に従い大畑地区西部

を調査対象としている。

第77次調査は政庁跡の西部にあたり、第40次調査地の西隣接地で政庁跡の未調査箇所を調査対象と

した。第40次調査では、正殿跡、政庁北西建物跡、正殿南建物跡、政庁北辺築地塀跡、や正殿跡、の西側

で南北方向に 1列に 4基の柱の掘り方が並んで検出されており、今次調査ではこれの解明と政庁西部

の遺構の広がりや利用状況を把握することを目的とした。

調査の結果、掘立柱建物跡、 1棟、柱列 3列、溝跡 4条、土坑跡 3基等が検出され、この地域の遺構

の広がりや利用状況を把握することができた。

第78次調査は政庁跡の東辺南部にあたり、第38次調査地の南隣接地、第41次調査地の北側隣接地で

政庁跡、の未調査箇所を調査対象とした。第38次調査では築地塀跡、材木塀跡、 一本柱列塀跡等の区画

施設が検出され、政庁区画施設の北東コーナ一部を確認した。そのほか政庁東門跡、掘立柱建物跡、

竪穴住居跡等が検出されている。第41次調査では築地塀跡、材木塀跡、

検出され、政庁区画施設の南東コーナ一部を確認した。そのほか掘立柱建物跡、竪穴住居跡、整地地

業跡等が検出されている。今次調査は政庁東辺南部の区画施設の状況と変遷を再確認、究明すること

を目的とした。

調査の結果、築地塀跡 1基、材木列塀跡 2列、 一本柱列塀跡 3列、柱列 1列、溝跡 1条、土坑跡 3

基等が検出され、政庁東辺南部の区画施設の状況と変遷を再確認することができた。

第79次調査は13委庁財第 4の51号の指示に基づき、大畑地区中央部における現状変更に係る事前発

掘調査を実施したところ、 古代の竪穴住居跡が検出され、古代の遺物も多く出土 したため正調査と し

たものである。北側隣接地の第 8次調査では溝跡、カマド状遺構、小ピット等が検出されている。

調査の結果、竪穴住居跡、 2軒、柱の掘り方 4基、小ピット 3基等が検出され、この地域の遺構の広

がりや利用状況を把握することができた。
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3月12日に文化庁記念物課臼杵勲文化財調査官に秋田城跡の保護管理と政庁跡報告書作製につい J

指導を受けた。

、.，成13年度の発掘調査実施状況は下記表 2のようになっている。

又 2 発掘調査実施状況

調査次数 調査地区 発掘調査面積ぱ(坪) 調査実施期j11¥1 

第77次 大畑地区西部 300n1 (91) 4月9日~日月3111

第78次 大畑地区西部 90ぱ (27) 6月12円~ 日)j 3111 

第79次 大畑地区中央部 22ぱ(7 ) 6月 1日--6 )j 1211 

計 412rri (125) 

E 第77次調査

1 )調査経過

第77次調査は、大畑地区西部を対象に平成13年 4月9日から 8月31日まで実施した。発掘調作l面積

は300ぱ (91坪)である。調査地は政庁跡の西部にあたり、第40次調査地とは西に|持拡:している。調

地東、北側の第40次調査では正殿、政庁北西建物、正殿南建物である掘立柱建物跡、政JJ:北辺築地

塀跡、、柱列、焼土遺構、土坑のほか正殿の西側に南北方向に 1列の柱掘り方(4基)が検1'11
1されてい

る。調査地は現在、高清水公園の中心部で桜、松、ツツジ等が点在する広場となっている。

調査は第40次調査で正殿跡、の西側に検出された SB756掘立柱建物跡の残りの部分を検出し、定物

跡の全体を確認することと政庁西側での遺構の広がりと利用状況を把握することをけ的に実施した。

まず、雑木の伐採および抜根作業を行い、その後調査区の設定を行った (4月9日--4 ) j 1811 )。

除去作業を調査区北西側から開始した。また、調査区東側の第40次調査地と 重抜しているグリ

ッドで第40次調査時埋戻し土を除去し、 SB756を再検出した。調査区全域にわたり、衣 Lが秋山県

護国神社建立時の造成土からなり、厚さは1.0m--1.3m と厚く堆積していた。 表土の ドは設 Il~ 1 ネl11 'H建

げ削の畑地の耕作土が堆積しており、畑地の土手状の高まり部分は1.0m、その他の場所で、は40cm---60

cmの!早さであった。調査区全域にわたり明褐色土の造物包含層の堆積が認められた。今次制作では調

面積が小さいため、土層観察用のベルトはW48ラインに南北方向のベルト l本のみを設定した。点

、旧耕作土の除去後、 土層観察用ベルトの写真掠影と実測を行い、その後遺構の精脊を行し、 SD

1649--1651、SK 1653、1654の南半部を検出した (4月19日--5月 1日)。

調査区全域の清掃を行い、遺構検出状況の全爪 D 1649---1651、

S K1653・1654に土層観察用のベルトを設定し、掘り下げを行った。掘り下げ終了後、ベルト1-.1同断

の写真撮影、 実測を行い、その後完掘した。調査区全域に平面実測用の造-り方を設，i'i:したn 調台1)(=

今域を清掃後、第 3層明褐色土層面で検出された遺構の完掘状況の全景写真撮影と各泣併の先制状況

写真撮影を行い、終了後平面実測を行った (5月 9日--5月17日)。
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第 2図 第77次調査周辺地形|災

再びW48ラインに土層観察用のベルトを設定し、第 3層の除去を開始した。調査区のほぼ全域で第

3層直下が地山飛砂層となっていた。第 3層除去後、ベルトの写真撮影、実測を行い、遺構精査の結

果、 SB 1645、SA1646・1647、 SD 1652、SK1655を検出した。また、調査区北阿部で焼土而を検

出した後、地山飛砂層面で、の遺構検出状況の全景写真掠影を行った (5月17日--5月21日)。

調査区全域の平面実測を行った後、 SB 1645、 SA 1646・1647の柱掘り方の断ち割り 、帰り Fげを

行い終了後、 土層断面の写真撮影と実測を実施した。 SK 1655はベルトを設定し、掘り下げ後、 土

断面の写真保影と実測を行い、終了後完掘し写真撮影を行った。 SD 1652はベルトを設定 し、掘り 下

げたところ、埋土から瓦、埼の破片が出土 したため、 平面図に記録後取り 上げ、 土層断面の写真版影

と実測を行い完掘した。 また、調査区北西部の焼土面を写真撮影後、ベルトを設定 し、掘り Fげ、 一』

断面の写真嫌影、実測、ベルトの除去を行った (5月22日--5月25日)。

il景5とSB 1645、SA 1646 . 1647、SD 1652の'5.

び調査区全域の平面実測、調査区北壁土層断面の写真撮影と実測を行った (5月28H --5月29R)。

調査区北西部で南半部が検出されていた SK 1654の全体を検出し、遺構の性格を把握する ことと、

第49次調査で検出された SB953A . B . C正殿東建物跡、と対応する建物跡が正殿跡、の内側にも仔

q
J
 



するかどうかを確認するために調査区北西部

を拡張することにし、拡張部の表上、旧耕作

を除去 し、遺構の精査を行っ た。拡張部で

は第 3層に明褐色粘土が混じって.t1f.積 してい

ることを確認し、この面で SA.1648とSK

1654の北半部を検出したが、日的であった S

B953A . B . C正殿東建物跡と対応する建

物跡は確認できなかった。そして拡張部の遺

構検出状況の写真掠影と平而実測を行 った

( 5月29日--6月8日)。

S A1648、 SK 1654の北半部の断ち割り、掘り 下げを行い、 土層断面の写真撮影、実1HIJ、 SK 1650 

北半部を完掘した。終了後拡張部の写真撮影と平面実測を行った(6月11日--6月1211)。

第 3層の除去を行い、地山飛砂層面で遺構精査を行ったが、小ピット数基が検出されたのみであっ

た。地山飛砂層面で写真娠影と平面実測を行った。拡張部束、西壁の土層断面の写真横彩と 実測をf

い、拡張部の調査を終了した (6月13日---6月15日)。

調査区全域の清掃を行い、航空写真撮影を行った(8月 6日---8月 7日)。

、要遺構の埋め戻 しを行い、終了後、機材等を撤収し、調査を終了した (8月311:1)。
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第3図 第77次調査検出遺構図
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調査区東西ベルト (N9ライン)土層断面図
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調査区北西壁土層断面図
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調査区南北ベルト (W48ライン)土層断面図

第 4図 第77次調査土層断面図
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第 5図 S B 1645掘立柱建物跡、
4m 

2)検出遺構と出土遺物

S B 1645掘立柱建物跡

(第 5図、|刈版 4) 

調査区 "1 央の地 1 1 1J1~ (r:少!凶

簡で検出された。建物は梁

間 2間 (2.2m+ 2.2m)、桁

行 2間 (2.4m+ 2.4m)の

東西棟の州、工作住物跡であ

る。建物ブj1立はほぼ友北を

向いている。れ掘り )jはと.

径55cm--80cmx短符50cm--

70cmの楕円形で深さ55cm--

75cmで、ある。れ掘り方に抜

き取りが入るものの、 l宣伊

15cmの柱痕跡が認め られ

る。 SA1647、 SD 1651と

複し、これらよりも百し、。

S A 1646柱列 (第 6図、図版 5) 

調査区中央の地山飛砂層面で検出された。北側が調査区外へのびる可能性があるが、現状では 3ぷ

以上の柱掘り方よりなる南北方向の柱列で、方位は北で約 1度西に振れる。柱間間隔は南より 2.4m+ 

~ 2.7m +・ーである。柱掘り方は長径l.Om--1.3m x短作O.9m--l.lm の
1)> .， 1> 

楕円形で深さ55cm--60cmで、ある。確認できたれ似り Jjでは政き取

りが入り 、柱痕跡は認められなし、。 SD 1654・1655と市似し、こ

れらよりも百し、。

第 61立

h
F

岱ヨ
N
O
防

S A 1646出土遺物 (第 7図、図版18)

須恵器 (1) :北側柱掘り 方重複ピッ ト (S A 1646より新しし、)

の埋土出土である。ヘラ切 り痕のある底部破片-で、外1(liは切 り雌

し後撫で、調終を胞 している。外uli

底部に i1ミ」の川 ll;:がある。

円面硯 (2) : ~I ヒ il! IJ 十 ì :11n!り)jの

抜き取り穴十1'， _l-.の川1(1i似脚部似)J).

2 (7 -852) 

l・・ 3 ャ である。下端部に ]条の償 )jlilJの

沈線と 1条以上の縦)jril]の沈線、

第7図 S A 1646柱列出土遺物

-7-



それに透かしの窓と考えられる切り込みが認められるが、その数は不明である。

46m20 ~ 

第氏 |災 A1647柱列

11:1002「
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第 9図 S A 1647柱列出土造物
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S A 1647柱列 (第 8図、凶版 6) 

調査区の中央北側の地山 JI~ 砂 !付 líliで検J'Hさ

れた。 3基の柱掘り方よりなる点1}4)j lilJのれ

列で、方位は西で約 1}支北に振れる。れ1ml1ij 

隔は3.3m+3 .3mである 。 キ~~tJ:1¥り)jは長作60cm

--65cm X短径55cm--65cmの桁川 JIラで深さ35cm

--65cmで、ある。柱掘り方すべてに政き取りが

入 り、柱痕跡は認められなし、。 SB 1645とil4:

複 し、これよ りも新 しし、。

S A 1647出土遺物 (第 9図、図版18)

赤掲色土器 (1) :真ん中の柱掘り方の抜き取り火山土で、ある。

糸切 り無調整の杯で体部はやや丸みを帯びた形態をIAする。内外而

とも器表面は平滑である。特に、内面は墨痕が底|面-印に付着 し、

転用硯の可能性がある。

A 

むぞ6り7.2，')
、語、ぐ

む，

第101立

!1:1∞ 2「ε-.!6.め<0
bλ¥ε'E 

S A1648柱夢IJ ib1.e' S D 1650 
弘i

S A 1648柱列 (第101}{1、|刈版 7) 

調査区北側の第 3層明褐色寸・.
A~6m20 

て::r-A' 明褐色粘土層面で検出された。 2

基の柱掘り 方よりなる南北方向の
46m20 B_':-"'---B 1 

ー芯コヲー

46m20 
C一「ミ7一C'

h
川
V

A

民

z

l
 

dNε
客

第11図 S D 1649--1651溝跡

柱列で、方位は北で約 1度東に振

れる。柱間間隔は1.8mである。柱

掘り方は長径70cmX 短径60cm--70

cmの楕円形お よび不整形で深さ55

cm--60cmで、ある。いずれの柱掘り

方にも抜き取りが入り、柱痕跡は

認められない。

S D 1649溝跡 (第11以|、|文|版お )

調査区東側の第 3層|り]渇色1".)曲

面で検出さ れた。幅35cm--40cm、長さ4.7m、深さ10cm--15cmの南北方向の溝跡、で、ある u 消の )jドIJは北

で約 3度東に振れる。 SD 1652と重複し、これよりも新しい。

-8-



S D 1650溝跡 (第11図、図版 8) 

調査区東側の第 3層明褐色土層面で検出された。東側が自Ij平されており不明であるが、11I福30cm--50

cm、1支さ2.lm以上、深さ 15cm--20cmの東西方向の溝跡で、ある。溝の方向は西で約 41支雨に振れる。

A1646、SD1652と重複 し、これらよりも新しし、。

S D 1651 溝跡 (第 111~1 、 図版 8 ) 

調査区東側の第 3層明褐色土層面で検出された。幅20cm--30cm、長さ2.9m、深さ 5cm--20cmの南北

方向の溝跡である。溝の方向は北で約29度東に振れる。埋土には焼土が混 c 
入する。 SB 1645、SA 1646、SD 1652と重複し、これらよりも新しい。

S D 1652溝跡 (第12図、図版 9) 

調査区東側の地山飛砂層面で検出された。幅80cm--90cm、長さ3.8m、深

さ10cm--15cmの南北方向の溝跡、で、ある。講の方向はほぼ真北を向いている。

埋土からは瓦、痔の破片が出土 している。 SD 1649--1651と重複し、これ

らよりも百し、。

S D 1652出土遺物 (第13図、図版18)

噂 (1) :埋土出土である。焼成は良好であるが灰白色のやや軟質である。

S K 1653土坑 (第14図、図版10)

調査区西側の第 3層明褐色土層面で検出された。西側は調査区外のため

不明であるが、現状では長径1.1m以上 ×短径0.8m、深さ50cm--60cmの楕円

形の土坑である。埋土には多量の炭化物が混入

し、 埋土から出土 した須恵器、土師器、赤褐色

器にも多量の炭化物が付着 している。

S K 1653出土遺物 (第15図、図版18)

いずれも埋土出土である。

須恵器 (1・2) 1はヘラ切り後、軽い撫

で調整を施す杯である。 2は糸切りで、台取り

付け後撫で調整を施す台付杯である。

S K 1654土坑 (第16図、図版 7) 

調査区北側の第 3層明褐色土 ・明褐色土層面

で検出された。西側は調査区外のため不明であ

-9一
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'/ 

るが、 現状では長径203m以 ヒ×短符1.6

m、深さ 10cm-30cmの歪んだ椅円形のー

坑である。埋土には多面;の炭化物が泌入

し、埋土から出土 した~J'iJ志保、 IJ刷出、

赤褐色土器の小破片にも多 ld:の炭化物が

付着 している。

⑧ 
《争

そ〉

1 : 60 

S K 1655土坑 (第171刈、|記|版10)

調査区中央の地山 1t~砂桝刷で検 11'1 され

た。長辺2.4mx短辺1.5m、深さ 30cm-

2m 40cmの隅丸長方形の土坑で、ある c J県上に

. は明黄褐色粘土が多量に浪人し、必の破
第141記 K1653土坑

片が数点出土 している。

1 (7 -855) 

2 (7 -856) 

3)基本層序及び各層出土遺物

基本層序 (第 4図)

第77次調査では調査I~の全域で造物

の包含層の堆積が認められた ν 調全区

の北半部 と南半部では堆積している土

に若干の述いが見られ

るものの、明確な 医別

をつけることはできな

かった。調査医内の某

本層序 をまとめると以

のようになる。

第 1層 ぷ土 ・造成

一 :現表 1
0

0 と秋山県護

川村l社建 立時の造成

1: 3 10on 

第15図 S K 1653土坑出土遺物

仏
σ3 
ヨ
r、2
Cコ

l貝 A
。

l回

1 : 60 

第2層 IIJ耕作十:

護国神社建立前の畑l地

耕作工。

第3層 lりj褐色上 -

2? 明褐色粘 LI百:調査以

中央から北側に堆積す

46m20 .!2_ 

• • • • • • • • • • •• • • • • • • • • • ・
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第16図 S K1654土坑
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明褐色

る。古代の遺物包含層。 SA 1648、 SK

1654の検出面。

:調査区中央から南側に堆積する。古代の

D 1649"'-1651、 SK 1653 

の検出面。調査区の西側では焼土の混入

lヒロ。。
カヨEめられる。

地山飛砂層 :調査区全域は浅黄色砂の飛砂が地山とな

っている 。 SB 1645、 SA 1646・1647、

S D 1652、 SK 1655の検出面。
¥t刃

46m000 

各層出土遺物

O表土・表採・旧耕作土出土遺物 (第18図、図版18)

赤褐色土器 (1 ) 糸切り痕のある杯の底部破片で、

外面底部に判読不能の墨書がある。

瓦 (2) :格子目平瓦の破片である。凹面には布目が

残り、凸面には格子目 のタタキ痕が認められる。色調は

1火白色を呈する。

円面硯 (3) :脚部破片で、透かし窓の切り込みは認

nu 

戸

0
4
E
E
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n
u
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内

ζ

第171文 S K 1655土坑

められるが、数については不明で、縦方向に 6条の沈線を施している。

銭貨 (4) :寛永通費の銅銭である。

縛 (5 ) 幅13.8cm、厚 さ6.5cmで、途中で折れているため長さは不明である。各面に型詰め時の木

と思われる縞状の圧痕が認められる。黒褐色を呈 し、焼成良好である。

0第3層出土遺物 (第18図、図版10、18)

須恵器 (6) :ヘラ切り痕のある底部破片で、外面底部に判読不能の墨書がある。

赤褐色土器 (7) :糸切り痕のある底部破片で、外面底部に判読不能の墨書がある。

円面硯 (8) :海部は、 磨滅が激しくかなり使用されたものと考えられる。墨痕のほか赤色顔料も

わずかに付着 している。脚部の透かし窓は、 5"'-6ヶ所と考えられ、縦方向の沈線を 3"'-4条施して

いる。
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第18図 表上 ・旧耕作-1:.第 3層明褐色土 ・明褐色粘土層出上遊物

E 第78次調査

1 )調査経過

第78次調査は、大畑地区西部を対象に平成13年6月12日から 8月31日まで実施した、1Ell:I:，調作而i砧

は90ぱ (27坪)である。調査地は政庁跡、の東辺南部にあたり、北側の第38次調査では政Jj:以辺から北

辺にかけての築地塀跡、材木塀跡、 一本柱列塀跡が検出され、政庁区画施設の北東コーナ一部を縦認、

円
ノ
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唱
1
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した。その他、政庁東門跡、掘立柱建物跡、竪穴住居跡等が検出された。南側の第41次調杏では政庁

辺から東辺にかけての築地塀跡、材木塀跡、一本柱列塀跡が検出され、政庁区画施設の南東コーナ

一部を確認した。その他、掘立柱建物跡、竪穴住居跡、 整地地業跡等が検出された。訓公地の現状は、

阿清水公園の広場と南側の畑地の問の土手で竹やぶとなっていた。

調査は、政庁東辺南部での区画施設の状況と変遷を再確認、究明することと周辺の巡構の広がりと

利用状況を把慢する ことを 目的に実施した。まず竹、雑木の伐採および抜根作業を行い、その後初任

メの設定を行っ た (6月12日----15日)。

ーム除去作業を調査区西側から開始した。表土 ・耕作土は、 調査区北側の土手の余lmiでは1.1m ----

1.4m、調査区中央から南側にかけては40cm----60cmの厚さで堆積しており、旧耕作上|白:ドに!抑制色村

-明褐色土 ・褐色土の造物包含層の堆積が認められた。表土、旧耕作土の除去後、 1..屑観察HJのベ

ルトの写真撮影と 実測を行い、 その後遺構の精査を行い調査区中央部ではSF788の退存している部

分の上端部を検出し、東側では SD 1657、 SK1658を、また、西側を中心に畑の畝と考えられる数条

の溝跡を検出した (6月18日----6月20日)。

、。面実測用の遣 り方を設置 し、 重複上位遺構検出状況の全景写真撮影を行った (6月20円--6月21

¥ _.-) ーー
へ--- 、

t.._ 

f 一一ー J 
~-1 一¥

40次 36次
， 

ιr~\ 
-47.6 

1 : 1000 

第19図 第78次調査周辺地形|災
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S D 1657、 SK 1658および周辺の小ピット

の掘り下げ、土層断面の写真搬影・ 笑測を行

った後、平面実測を行った。終 f後、調杏|メ

東半部の写真撮影を行った (6 ) J 21 rI ----26円)。

第 3層明褐色粘土・明褐色 1--・褐色十を少

しずず、つ除去しながら遺構精査を行うと同H

S F788の遺存している部分を表してい つた。

調査区西側では、第 3層を除去している途中

で、小ピット等を数基検出したため、この段

階で調査区西側の平面実測を行った。その後、

第 3層の除去を再開し、 SF788の西側70cm--90cmの幅に明褐色粘土、黒褐色腐植土の堆積が認めら

れ、調査区西側では地山飛砂層面で SK 1659と柱掘り方 1基を検出、した。調査区中央部では、 SF

96 9号 94 93 92 

788の東側で SF788を切っている状態で SA789を、さらにその東側で SA789を切っている SA783 

を検出した。調査区東側では、第 3層が厚く堆積しており検出が予想されていた SA 784・786・790

のプランがはっきりしないため、調査区南東側にトレンチを掘り、土層観察をしながら第 3層の除 A

を少しずつ行い、遺構精査を行うという作業を繰り返 し実施 した。 SA 783の東側で、 SA790とこれ

に切られている SA786を検出したが、その東側は明褐色粘土・明褐色土が溝状に堆積している状泌

であった。そこで、この部分を集中的に掘り下げていった。そして、 SA784とこれの西側を切って

いる SA1656を検出した(6月26日--7月10日)。

、の段階で遺構検出状況の全景写真撮影と平面実測を行った(7月11日--7月12日)。

S F788西側に堆積する明褐色粘土、黒褐色腐植土層面を精査し、柱掘り方 3基を検出した。これ

は築地塀構築時の添柱の掘り方であり、基盤であることが判明した。そして、柱掘り方の|析ち制り、

掘り下げを行った。 SF788の北側・南側を土層観察のため一部掘り下げた。 SA783・784・786の北

側の柱掘り方位置で、それぞれの遺構の重複関係を把握するため、 SA783・784. 786・789. 790・

1656の断ち割りと掘り下げを行った。また、 SA 1656については南北に並ぶ柱掘り方を同様に行い、

最南にある柱掘り方については、断ち割りの意味も含め、 トレンチの拡張を行った。 SA 789の東側

面では、 SF788西側の添柱掘り方に対応する添柱掘り方 2基を検出し、断ち割り、掘り 下げを行っ

た。各遺構の掘り下げ終了後、土層断面の写真撮影と実測を行った (7月11日--25H)。

調査区西側で、 SK1659とその南側の柱掘り方の断ち割り、掘り下げ、 土層断而の写真版彩、 実iJ!lJ

を行った(7月18日--7月19日)。

調査区東側で、遺構精査を行い、平瓦 ・丸瓦が集中して出土したため、調査区東側'1'火部分を少し

拡張した(7月25日)。

'断面

調査区全域の清掃を行い、遺構調査終了後の全景写真撮影を行った (7月27--7 ) J 30 1 I )。

、要遺構の埋め戻しを行い、終了後、機材等を撤収し、調査を終了した (8月31日)。
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※青色:重複関係上位遺構
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②旧耕作土
③第3層:明褐色粘土 ・明褐色土・

褐色砂
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2)検出遺構と出土遺物

S F788築地甥跡 (第21図、図版12、13)

調査区中央部の第 3 層明褐色J ~ ・明褐色粘上・褐色砂層最 上層面で検出された。 政 }J: の I ':':jillから点

辺にかけて SA 789の内側に位置して印刷することが確認されている築地塀跡である 今次l制作では

その北側が検出された。積みtはIPh170cm--80cm、I向さ40cm--50cmが造存している。築地的築川の添付

の姻り方と考えられる柱穴が築地塀の両脇に検出されたことから、築地方がの基底l隔は約1.-lmほどであ

ったと考えられる。添柱掘り )jはSF788の内側で 3基検出され、 Jヒと南側でそれぞれ対応するti:.JJII:

り方が確認された。件掘り方は長径60cmX短径50cm、深さ90cmで、ある。作間間隔は北か ら3.3m+ 1. 

mである。 SA 789と重複し、これよりも古い。

S A783一本柱列線跡 (第21図、区|版12、14)

調査区中央部の第 3層明褐色上 ・明褐色粘土 ・褐色砂層下層面で検出された。政}J:のIH辺では SF

788とSA789の聞に位置 し、 東辺では東側 (外fJ!lj)に屈曲することが確認されている-本件ダIj1M跡で

ある。今次調査ではその北側に 21まの柱掘り }jが検出された。柱間間隔は柱掘りん-の11'心で、約3.4m引

ある。柱掘り方は長径1.5m--1.6m X短径1.2m--1.4mの楕円形で深さ は約30cmで、ある Sλ789とl在住

し、これよりも新しし、。

S A784一本柱列螺跡 (第21図、図版12、14)

調査区東側の第 3層明褐色土 ・明褐色粘土 ・褐色砂層下層面で検出された。政}rlHillでは SA 786 

の北側 (内側)に位置 し、東辺では東側 (外側)に屈曲 していることが確認されている-本れダIj塀跡

である 。 今次調査ではその北側に 2 基の柱掘り方が検出された。 柱間間隔は掘り方の 11'心でイ:~J3.8m-c、

ある。柱掘り方は SA1656の柱掘り方に壊されているものの、長-径1.7mX短径1.4m---1.7mの桁Ilj形

と考えられ、深さは約40cmで、ある。 SA1656と重複し、これよりも古い。

S A786一本柱列塀跡 (第21図、図版12、14)

調査区東側の第 3層明褐色土 ・明褐色粘土 ・褐色砂層下層面で検出された。政JTIH辺ではSA 783 

の北側 (内側)に位置 し、東辺では東側 (外側)に属曲 していることが確認されている-本れダIj1)#跡

である。今次調査ではその北側に 2基の柱掘り方が検出された。柱間間隔は柱掘り )jの11'心で、約3.5m

である。柱掘り方は SA790に壊されており不明であるが、現状で、は1.4mX 0.7m -0.9111以 ".の桁川形

を呈すると考えられ、深さは約35cmで、ある。 SA790と重複し、これよりも占し、。

S A789材木線跡 (第21図、閃版12、15)

調査区中央部の第 3層明褐色土 ・明褐色粘土 ・褐色砂 面で検出された。 政 rj : の I ~j 辺から!U ill

にかけて SF788の外側に位置して屈曲することが確認されている布掘りを伴う材木財跡である。つ

次調査ではその北側が検出された。上端部で、幅0.8m--1.0m、下端部で、幅50cm--60cm、泌さはJヒ1l!!Jが

p
h
v
 

'
EA
 



1tr1 

kg
ヨ
N
O

〕
川

合、

46m60竺

C 46m20 c 46m20 12' D 

1:1∞ 4m 

第21図 S F788築地塀跡、 SA783・784. 786一本柱列塀跡、 SA789・790材木塀跡、

ヴ
i

1
i
 

1656柱ダIJ



し、。

約60cm、南側が約85cmで、ある。 SF788、SA783と重複 し、 SF788よりも新しく、 SA 783よりも

S A790材木燦跡 (第21図、図版12、15、16)

調査区中央部の第 3層明褐色土 ・明褐色粘土 ・褐色砂恥 面で検出された。政Jj:のI.f.jill で、 は~ } 

789の南側(外側)に位置 し、東辺では SA783とSA786の間に位置していることが硲認されている

布掘りを伴う材木塀跡である。今次調査ではその北側が検出 された。上端部で‘幅1.4m ----1.6 m、 |て端

ロ日で、幅35cm----50cm、深さは北側で約1.6m、南側で約1.4mである。北側は中央よりやや州寄りの部分

が最深部となり、南側では東側面部が最深部となる。 SA786と重複し、これよりも新しし、

S A 1656柱列 (第21図、図版12、16)

調査区東側の第 3層明褐色土 ・明褐色粘土 ・褐色砂層下層面で検出された。政庁の点辺で SA 784 

の西側(内側)の位置で柱掘り方が 6基南北方向に並んだ状況で検出された。中央部では 4基の柱掘

り方が重複 しており、柱間間隔は一定していないと考えられる。柱掘り方は重複したり調子そ院外にの

びているため不明なところもあるが、概ね長径O.8m--1.6m x短径O.7m--1.3mの楕円形で深さ30cm----

70cmで、ある。 SA784と重複し、これよりも新 しし、。第38次調査で検出された SA698に-t8J売する 可能

性がある。
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第231文 S K1658土坑

oo 

'aaA 

S 01657溝跡(第22図)

調査以東側の第 3

明褐色あ'j L・明褐色

・褐色砂層段 J~ }層面

で検出された。南東部

が調査IK外にのびてい

るため不明であるが、

現状では長さ5.lm以卜.、

幅35cm----60cm、 j菜さ 15

cm --25cmの東側に聞く

U字状を平すると考え

られる溝跡である。

2m S K 1658土坑(第23凶)

l 調査灰東側の第 31百

明褐色粘上 ・明 褐色

ー-褐色砂屑長卜.屑面



で検出された。東側は調査区外のため不明であるが、現状では

軸1.6mX短軸0.8m以上、深さ30cm--.. 40crnの不整形の土坑で、

ある。

S K 1659土坑 (第24図)

守主検出された。西側は調査区外の

ため不明であるが、現状では長辺l.5m以上×短辺60crn-70crn、

深さ40cm--.. 50cmの東西に長い長方形を呈する土坑である。

1 : 60 m
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第24図 SK1659t:.坑

3)基本層序及び各層出土遺物

基本層序 (第20図)

第78次調査では調査区の全域で造物の包含層の堆積が認められた。調査区内の基本屑序を まとめる

と以下のようになる。

第 1層 表土 :現

第2層 旧耕作土 :護国神社建立以前の畑地耕作ム0

第3層 明褐色粘土 ・明褐色土 ・褐色砂層 :調査区の全域に堆積する。古代の遺物包含層である。

築地塀崩壊後の整地層の可能性もある。最上層面ではSF788、SD 1657、SK 1658が検

出され、下層では SA783・784・786・789・790・1656が検出された。 また、 調査区東側

央部で平瓦、丸瓦が集中して出土 し、調査区外東側にも広がっていると 考えられる。

地山飛砂層:調査区全域は浅黄色砂の飛砂が地山となっている。SK1659の検出 IJj~ 0 

各層出土遺物

0第78次調査出土遺物(第25凶、

立|版 19)

1は南東隅落ち込み出土、 2 

は旧耕作土出土である。

円面硯 (1) :脚部の破片で

1 (7 -865) 

0 1:3 S酬 2 (7 -866) 

01: 1 S肺

透かし窓はあるが、数は不明で‘

ある。透かし窓の聞に縦方向の 3条の沈線が認められる。

銭貨 (2 )寛永通費の銅銭である。

第25図 第78次調査出土遺物

N 第79次調査

1 )調査経過

第79次調査は車庫改築に伴う緊急調査である。平成13年 5月16日付けの委庁財第 4の51号の指示に

ハY
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より、秋 内字大畑69番地の秋田県護国神社境内地内の発掘調査を実施した。調任期間は平成13

年 6月1日から 6月12日までで、調査面積は22.4ばである。

調査地は政庁北東隅から東に約130m、推定東大路から北に約60mの地点に位置しているp 調子子地

北側で昭和47年に実施した第 8次調査では溝跡、小ピット、カマド状遺構等が検山されており、ノ?次

調査地周辺も遺構の存在が予想、される地区である。

調査は建築予定地範囲内に東西3.2mx南北 7mの南北方向のトレンチを設定 して抑り卜-tfを開始し

た 。 表土から約80cm掘り下げたところ、第 5 層暗褐色砂質土の古代の遺物包含層の Jfi~積を体認した。

これの下層の第 6層にぶし、黄褐色砂層面で小ピットを検出し、この段階で西、北壁の 1..用断l而の写真

嫌影と 実測を行い、遺構検出状況の全景写真娠影と 平面実測を行った (6月1日---6)J411)。

記録後さらに掘り 下げを続け、第 7層褐色砂質土 を主体とする古代の造物包含屑而iで、れ抗iiりノ;4恭

を検出し、掘り下げ、 J最影、 実測をそれぞれ行い、平面実測を行った (6)J511---6

6日)0 

4録後第 7層を除去し、第 8層褐色砂質土 ・明黄褐色砂質土層面で S1 1660 ・ 1661 を検n~ した 。 ト

レンチの東、南壁で土層 を観察することとし、掘り下げ後土層断面の写真撮影と 実測を行い、 完抑後

の写真撮影と平面実測を行った (6月8日--11日)。

調査区北側で第 8層を除去 し、地山飛砂層面で遺構が検出されなかった状況で写真旅影を行い、 西、

北壁の最終的な土層断面の写真撮影と 実測を行った。終了後トレンチの埋戻 しを行い調資を終了した

( 6月11日--6月12日)。

、て
運動広場

第26図 第79次調査周辺地形図

1 : 1000 m
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2)検出遺構と出土遺物

S I 1660竪穴住居跡 (第28図、図版17)

調査区の中央東側の第 8層褐色砂質土 ・明黄褐色砂質土層面で検出された。大部分がl制作以外のた

め不明であるが、現状では東西1.3m以上、南北3.4m以上の方形を呈すると考えられるコ佐川培111jは

約40cmで、ゆるやかに立ち上がる。床面は黄樫色粘土で貼床され、北西隅に柱掘り )jをH.う。}'1!_1..か

ら土師器、赤褐色土器の小破片が多数出土 したが、図示するまでには至 らなかったc

S I 1661竪穴住居跡 (第28図、図版17)

調査区南東隅の第 8層褐色砂質土 ・明黄褐色砂質土層面で S1 1660に隣接して北東部分がわず、かに

検出された。大部分が調査区外のため不明であるが、現状で、は東西0.8m以上、南北1.2m以卜.のJi形

を呈すると考えられる。住居壁高は約30cmで、ある。埋土および床面から土師器、亦褐色 1..日誌の小破 LL

が出土 したが、図示するまでには至らなかった。

~/ 

A 
"'" 

A ¥、、

。 1 : 60 4m 

第28図 S 1 1660・1661竪穴住居跡

3)基本層序及び各層出土遺物

基本層序 (第27図)

第79次調査ではい くつかの造物包含層の堆積が認められた。調査区内の基本層序をまとめると以下

。ιつ臼



のようになる。

第 1層 表土・造成土 :現表土と宅地の造成ム0

第2層 暗褐色砂質土 ・黒褐色砂・明黄褐色砂:旧表ムO

第3層 黒褐色砂質土 ・黄白色砂・暗褐色砂質土 :旧表ーしO

第4層 黄白色砂・にぶい黄褐色砂・褐色砂:旧表ーし。

第5層 階褐色砂質土 :調査区北半部に堆積する今次調査最上層の古代の遺物包介柄。赤褐色土器

小破片が多数混入する。小ピット 3基の検出面。

第6層 にぶい黄褐色砂:調査区南半部に堆積する古代の遺物包含1百 0

第7層 褐色砂質土 ・にぶい黄褐色土 ・暗褐色砂質土 ・明黄褐色粘土:古代の遺物包合層。焼|二、

炭化物が混入する。柱掘り方 4基の検出面。

第8層 褐色砂質土・明黄褐色砂質土:今次調査の最下層の古代の遺物包含層。炭化物が多量に混

入する。 S1 1660・1661の検出面。

地山飛砂層:調査区全域は明黄褐色、浅黄色の飛砂が地山となっている。

各層出土遺物

O表土・表採・旧耕作土出土遺物 (第29図、図版19)

土師器 (1) :糸切りの杯である。内面は体部下半から底面にかけてミガキが施さ れ、黒色処理を

施している。外面は口縁部から体部上半部に横方向のミガキ調整を施している。

0第5層出土遺物 (第29図、図版19)

赤褐色土器 (2---5) いずれも糸切り無調整のこぶりな杯で、焼成は良好である。

0第6層出土遺物 (第29図、図版19)

土師器 (6) :糸切りの台付杯で、台部は押具による窪みによって作り出している。内面は横方向

のミガキと黒色処理を施し、外面は口縁部のみミガキを施している。焼成は良好である。

赤褐色土器 (7---11) 7---10は糸切り無調整のこぶりな杯である。 7は皿状を呈する。11は鉢の

脚部と考えられる。

0第7層出土遺物 (第29図、図版19、20)

土師器 (12) 糸切りの杯である。内面は上部が横方向、体部は斜め方向のミガキと 黒色処理を施

している。外面は口縁部にのみミガキを施している。焼成はきわめて良好である。

赤褐色土器 (13---19): 13---18は糸切り無調整の杯である。13は皿状を呈する。15はLJ縁部に炭化

物が付着している。19は斐である。内面はロクロ痕、外面は成形後斜め方向の手持ち ケズリを施す。

灰紬陶器 (20) 台付皿の口縁部破片である。
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0第8層出土遺物 (第29図、図版20)

須恵器 (21) :小さな擬宝珠状のツマミを有する蓋で、内面が磨滅していることから転用硯と 考え

られるが、 墨痕は認められなし、。内面に漆膜が薄 く付着 していることから、j奈塗り のパレットとして

使用されたものと考えられる。

V まとめ

第77次調査

第77次調査地は、政庁跡、の西部にあたる。第40次調査(註 1)で正殿跡、の西側に一部検出されてい

たSB756掘立柱建物跡の全体を確認することと 、第49次調査 (註 2)で正殿跡の東側に検出された

S B953A・B.C掘立柱建物跡と対称位置に掘立柱建物跡、が存在するかどうかを確認すること、ま

た政庁西部の遺構の広がりや利用状況を犯握することを 目的に実施した。

調査の結果、掘立柱建物跡 l棟、柱列 3列、溝跡、 4条、 土坑 3基等を検出した。SB756について

は、西側約 2mの位置に南北方向に 3基以上の柱掘り方からなる SA1646を検出したものの、柱掘り

方の規模、埋土に違いが認められることと、建物とすれば柱筋が若干通らないことを考慮し、 一つの

建物を構成するものではないと考えられた。また、 SB953A・B.Cに対応する建物が検出される

と予想された調査区の北西部では SA 1648とSK 1654のほか小ピットが数基検出されたのみで、対応

する建物跡は検出されなかった。調査区中央部、正殿跡の約 7m西の位置で、地山飛砂層面で、検出され

たSB 1645は、建物方位については正殿跡とほぼ同じであるが、小規模な建物で柱掘り方も 小さし、。

第78次調査

第78次調査は政庁跡の東辺南部にあたり、 第38次調査地 (註 3)と第41次調査地 (註 4)の中間部

に位置する。

調査は第38次調査で検出された東辺区画施設の北半部が築地塀、南半部が布掘りを伴う塀によ って

構成されていた状況と 区画施設の変遷を再確認することと、周辺の遺構の広がりや利用状況を把握す

ることを 目的に実施した。調査の結果、築地塀跡 1基、材木塀跡 2列、 一本柱列塀跡、 3列、柱列 1列、

溝跡 1条、土坑 2基等が検出された。

築地塀跡は SF788の北側部分を検出し、これは北側の SF729Bに接続するものと 考えられたo d

次調査で検出された SF788基底部の東、西側には地山飛砂層上に地山粘土である黒褐色腐柄土と明

褐色粘土がいくつかの層とな って堆積していることが確認された。遺構の重複がない SF788丙側で

は基底部から0.8m--1.0mの幅で、遺構の重複がある東側では基底部から約1.0mの位置から東に50cm

の幅で確認された。これは築地塀を構築する際に脆弱な飛砂層の上に粘土をっき 固めた回い基盤を設

け、沈下を防いだものと 考えられる。また、この基盤を掘る柱掘り方がSF788の丙側で 3落、東側

でSA 789東側面で重複する位置に 2基検出された。これらは築地塀構築の際の添柱を立てた掘り
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と考えられる。

材木塀跡のうち 1列は SF788を切って構築した状態で SD789の北側部分を検出し、これはその方

向位置から北側第38次調査検出の SD719に接続するものと考えられた。以上のことから SD789は第

38次調査と同様に秋田 「出羽柵」創建築地塀崩壊後に掘られた布掘り i茸であることが伴l記され、l-kill

メ画施設の南半部については、布掘りを伴う材木塀であることが明確になった。 これまでの利作成~と

から単なる溝ではなく布掘りを伴う材木塀と考えられるため、遺構番号をSD719・789から S，.¥ 

719・789に改めた。 3列検出された一本柱列塀跡ともう 1列の材木塀跡はその万lilJと(夜間から第38

次調査検出の SA 705----707とSA697に接続することが確認された。 SA784を切っている SA 1656は

その方向と位置から第38次調査検出の SA698に緩続する可能性がある。

第79次調査

第79次調査では竪穴住居跡 2軒、柱掘り方 4基、小ピット 3基が検出され、数層にわたって造物包

含層の堆積が認められた。遺物包含層の出上遺物から堆積したおおよその年代が把保できるものの、

各層ではあまり年代的に幅はないようである 。 遺物は底径比の小さいっくりの粗雑な赤褐色士~t不 A

(註 5)や無台の皿状を呈する杯Aが出土 している。これらは秋田城跡出土土器基準資料である第54

次調査SG 1031の11層から 7層にかけての土器様相と類似していることから、 9 世紀第 3 問、r. w~から

第4四半期に位置付けられると考えられる(註 6)。

検出遺構のうち S1 1660とこれを切っているやや大きめの柱掘り方 1基からは赤褐色上認を よ体と

し、 須恵器、土師器が多数出土 しているが、 全て小破片の出土で、あり年代的な位置付けは|剖難である

が、およそ 9世紀後半を中心にしたものと考えられた。

ム次調査では、調査面積も小さく、詳しい利用状況は不明だが、政庁跡、から東に約13Qm、推定東

大路から北に約60mの地域で、は9世紀後半を中心に掘立柱建物と 竪穴住居が広がっていたと推定され

る。

註 1 r秋田城跡昭和59年度発掘調査概報j秋田市教育委員会 1985年

註 2 r秋田城跡昭和62年度発掘調査概報J秋田市教育委員会 1988年

註 3 r秋田城跡昭和58年度発掘調査概報j秋田市教育委員会 1984年

註 4 r秋田城跡昭和60年度発掘調査概報J秋田市教育委員会 1986年

註 5 赤褐色土器の呼称、と杯A.Bの分類については、酸化炎焼成、非内黒、ロクロからの切り離し

が回転、静止糸切りのものを赤褐色土器とし、杯類の底部から体部下端及び卜.、|毛にかけてケズ

リ調整を施すものを杯B、無調整のものを杯Aとしている。

註 6 r秋田城跡平成元年度発掘調査概報J秋田市教育委員会 1990年

『秋田城跡平成 2年度発掘調査概報J秋田市教育委員会 1991年

『秋田市史 第七巻古代 史料編j第一編古代の遺跡 第七章秋田城跡、の発J問調作 第:節

出土遺物 九秋田城跡出土の土器編年秋田市 2001年
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羽 秋田城跡環境整備事業

平成13年度の整備 (鵜ノ木地区第 1次18ヶ年計画)

、υ成13年度の整備は、鵜ノ木地区東(1 )の整備として、建物・総柱建物跡、の平面表示および柱列

の表示等を行った。

1 )整備材料について

史跡の整備材料として木材は重要な材料の一つであり、秋田城跡の整備においては、 柱等の表現や、

休養施設等に使用している。

その特性としては、

①遺物と同じ樹種を使用できること。

②加工が容易であること。

③触れても暖かみがあること。(金属のように気温にあまり 左右されない。)

④見た目にも暖かみがあること。

などがあげられる。その反面、

①ひび割れ、曲がりなど変形が生 じやすい。

②腐食しやすい。

①シロアリ 等の被害を受けやすい。

などの短所が考えられる。それを防ぐ方法として、各種薬品等による加圧注入があり、秋田城跡、の

舷備においても古くは、 CCAに始まり 、AAC、ACQ加工されたものを使用 してきた。 しかし、

これまでの加圧注入加工された木材では、階段の踏面等のささくれや割れ、 立体表示に使用した柱の

ヒビ割れ等不具合の見えるところも多く、昨年は、建物の平面表示 ・柱列表示に用いる柱の保存処理

薬剤について、樹脂注入 (ユリア ・エチレン系)の処理を行ったものを使用した。今年度は従来の方

法では経年変化によりすぐ白茶けてしまい、汚い感じがすると評判の悪かったベンチの新しい保存処

瑚薬剤!として、樹脂注入 (アクリル系)の処理を行ったものを使用することとし、その経年変化を

~ることとした。
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の概要は次のとおりである。

実施地lメ 鵜ノ木地区 東(1 ) 

d-:-施面積 1，280ぱ 総事業費 20，000千円

工種 種別 f胡 目 数 量
金額 備 考
(千円)

敷地造成工 土工 1式 3，422 切・盛土 (山砂、赤土)

法覆工 1式 340 法面整形 ・人工芝 (218凶)

閤路広場工 排水工 ~ 533 300型U型側溝 (72m)他

階段工 今 1.161 米ヒバ特 1丸棒加工材・防腐加工済材

1.499 総柱建物跡表示(1棟)

遺跡表示工 表示工 1式
2，383 建物跡表示(1棟)

292 柱列表示 (18本)

128 表示用石柱(3基)

上木植栽工 1式 168 ケヤキ

ヤマブキ・タニウツギ・ドウダンツツジ・
植栽工 下木 ベシ ー， 425 

サツキ (大盃)
修景施設工

生垣工 ~ 674 マサキ 3本/1m (57m) 

自クローバー・ベントグラスハイランド・
芝工 種子吹付 870ぱ 141 

ケンタッキーブルーグラス

休養施設工 ベンチ工 木製ベンチ 2基 140 

直接工事費計 11.306 
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第77次調査区 中央遺構全景(重複関係上位検出遺構) (東から)

第77次調査区 北側遺構全景(南から)
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第77次調杏|メ 央選構全A 、

r 

複関係下位検出遺構検出状況) (東から)

第77次調 複関係下位検出遺構) (南から)
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図版4

B1645掘立柱建物跡 (南から)

B1645掘立柱建物跡

柱掘り方断
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1646柱列 (南から)

1646柱列
柱掘り方断

勺

Jq
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S A1647柱列(南から)

1647 
柱掘り方断

図版6
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S A1648柱列 ・SK1654土坑 (南から)

S A1648柱列

柱掘り方断面

S A1648柱列

柱掘り方断面
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S D1650溝跡、断面 (東から)

図版8

S D1649----1651i梓跡 (北から)

S D 1649溝跡断面 (南から)

S D 1651講跡、断面 (南から)
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D1652溝跡 (東から)

1652i.蒜跡
北側断面 (南から)

1652溝，跡

一百側断面(南から)
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S K1653土坑 (北東から)

S K1655土坑 (南から)

円面硯出土状況(南から)
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第78次調査 遺構全景(重複関係下位検出遺構検出状況) (西から)

第78次調査 遺構全景(重複関係下位検出遺構) (西から)
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F788築地塀跡 S A789・790材木塀跡

1656柱列 (西から)

F788築地塀跡 S A789・790材木塀跡

1656柱列 (南から)

図版12

783・784・786一本柱列塀跡

783・784・786一本柱列塀跡

-40-



788築地塀跡

南側断面(南から)

F788築地塀跡

添柱の掘り方断

S F788築地塀構築時

地盤整備状況
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783一本柱列塀跡

柱掘り方断面

784一本柱列塀跡、

柱掘り方断

786一本柱列塀跡

柱掘り方断



S A789材木塀跡
北側断面

S A789材木塀跡
南側断

S A790材木塀跡
北側断面
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u
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A 図版15



図版16 -44-

S A790材木塀跡

南側断面

S A1656柱列

柱掘り方断面

調査区東側

築地塀崩壊瓦集中出土状況



， 
I 

" ， 

，l{ 

第79次調 遺構会 (南から)

跡 (西から)
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図版18
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1 . 2 S A1646， 3 S A1647， 4 S D1652， 5. 6 S K1653， 

7 --11 第77次調査 表土 ・旧耕作土 12--14 第 3層明褐色土 ・明褐色粘
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図版19 1 . 2 第78次調

3 第79次調

8 -----13 第 6

14-----17 第 7

2 1/2 

3 4 

6 7 

9 10 

12 13 

15 16 

調査区南東部落ち込み ・旧耕作ム，

表土， 4 -----7 第 5層階褐色砂、r

にぶい黄褐色砂，目，

褐色砂質土 ・にぶい黄褐色土 ・暗褐色砂丘レ
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A
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14 

17 

-明黄褐色粘



2 3 

5 6 

図版20 1 ----5 第79次調査 第 7層 褐色砂質土 ・にぶい黄褐色土 ・暗褐色砂Jl!i+・

明黄褐色粘IJ日，

6 第 8層 褐色砂質土 ・明黄褐色砂r
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編著者名 石郷岡誠一、松下秀博、西谷隆、進藤靖
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所収遺跡名 所 在 地 市町村遺跡番号 。I " 。I " rri 

あきたじようあと あきたしてらうち

秋田城跡 秋田市寺内 05201 186 39度 140度 第77次調査

44分 05分 20010409'"'-' 300 

20秒 00秒 20010612 保 護 管 理

第78次調査

20010612'"'-' 90 

20010831 
ーーー喧・・ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ー ・・ ーー

第79次調査 現状変更(車庫改築)

20010601'"'-' 22 に伴う事前調査

20010612 

所収遺跡名 種 Bリ主 な 時 代 主 な 遺 +蕎 主 な 遺 物 特 記 事 項

秋田城跡 城柵官街 奈良~平安 掘立柱建物跡 1棟 須恵器、土師器、赤褐 政庁正殿跡西側の調査

第77次調査 遺跡 柱列 3列 色土器、墨書土器、硯、

溝跡 4条 瓦、埠、鉄製品、銭貨

土坑 3基
ーーーーーーーーーーー ーーーー ー・ー ーーーーーーーー ・・唱曲ーー -ーーー・ー ー ーーーーー 皿ー ーー ー ー ー ー ー ー ー ー ーーーーーーーーーーーーーーーー『 ーーーーーーー ーーーー 骨骨ーーーー ー ーー--恒ーー・・ーー ーーーーーーーーーーー ーーーー喧・ーーーーーー曲ーー・・ 噌・・ー・・ー

秋田;城跡 同 上 同 上 築地塀跡 1基 須恵器、土師器、赤褐 政庁東辺南部の調査

第78次調査 材木塀跡 2列 色土器、硯、瓦、銭貨 政庁東辺南部の区画施

一本柱列塀跡 3列 設の状況と変遷を再確

柱列 1列 認した

溝跡 1条

土坑 2基
ーーーーーーーーーーーーーーーー ーー- ー - ー ー ー ー 喧 ー ー ーーーーーーーー ー ーーーー ー ーーーーー ー司ーー ーーーー ーーーー ・・ーーーーーーー - _.ー-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー 骨 ー ー 唱'ーーーーーー 喧 ーー曲 ・・ー・・ー ・・ーー ーーー ー・・ 圃

秋田城跡 同 上 平 安 竪穴住居跡 2軒 須恵器、土師器、赤褐 大畑地区中央部の調査

第79次調査 柱掘り方 4基 色土器、灰紬陶器

小ピット 3基
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秋田城跡調査事務所要項

I 組織規定

秋田市教育委員会行政組織規則 抜粋 (平成3年 3月 25日教委規則第 1号)

第 5条

4 文化課に所属する機関として秋田城跡調査事務所を設置する。

第 8条

4 秋田城跡調査事務所を秋田市寺内字焼山 56番地に設置し、その分掌する事務は、

おおむね次のとおりとする。

( 1 ) 史跡秋田城跡の発掘に関すること。

(2) 史跡秋田城跡の出土品の調査および研究に関すること。

(3 ) 史跡秋田城跡の整備に関すること。

H 発掘調査体制

1 )調査体制

秋田市教育委員会

教育長飯塚 明

文化課長 小松正夫

調査機関

秋田城跡調査事務所

所 長 石郷岡誠一

主席主査 松下秀博

主席主査 西谷 隆

主事進藤靖

2)調査指導機関

宮城県多賀城跡調査研究所
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